
勝
没
後
五
○
年
に
な
り
、
平
成
元
年
十
一
月
富
士
川
瀞
の
五
○
年
忌
が
鎌
倉
市
の
山
ノ
内
に
あ
る
富
士
川
邸
で
執
行
さ
れ
た
。

（
一
）

筆
者
は
こ
れ
を
記
念
と
し
て
、
『
廣
島
縣
瞥
人
傳
第
二
集
」
を
刊
行
し
た
。

（
一
一
）

地
元
の
安
佐
地
区
で
は
、
一
九
八
九
年
に
『
ひ
ろ
し
ま
レ
ポ
ー
ト
』
に
富
士
川
瀞
の
連
載
紹
介
が
の
っ
た
。
松
木
明
知
氏
は
『
横
切
っ
た
流

（
三
）
（
四
）
（
五
）

星
」
に
勝
の
先
駆
的
業
績
を
紹
介
し
て
い
る
。
か
つ
て
教
鞭
を
と
っ
て
い
た
東
洋
大
学
で
は
、
天
野
マ
キ
氏
、
藤
島
岳
氏
を
中
心
に
塀
の
児
童

問
題
・
婦
人
問
題
・
社
会
事
業
に
つ
い
て
の
富
士
川
勝
研
究
が
昭
和
五
十
七
年
来
継
続
さ
れ
て
い
る
。

平
成
六
年
広
島
市
に
ア
ジ
ア
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
計
画
が
あ
り
、
顕
彰
碑
の
約
二
○
メ
ー
ト
ル
北
側
に
モ
ノ
レ
ー
ル
軌
道
敷
地
工
事
が
着

る
0

工
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
五
十
年
八
月
九
日

も
乏
し
く
な
り
つ
つ
あ
る
。

富
士
川
家
の
墓
苑
は
広
島
市
安
佐
南
区
安
古
市
町
長
楽
寺
一
丁
目
二
七
番
地
の
小
高
い
丘
の
上
に
あ
り
、
一
族
、
三
十
余
基
の
墓
標
が
あ

そ
の
場
所
へ
の
参
道
も
、
同
工
事
の
た
め
新
設
し
て
あ
っ
て
、
新
た
に
参
詣
す
る
人
に
は
わ
か
り
難
く
な
っ
て
い
る
。

郷
土
・
広
島
に
み
ら
れ
る
富
士
川
勝
の
世
界

・
富
士
川
勝
顕
彰
行
事
よ
り
す
で
に
一
五
年
の
時
が
流
れ
た
。
富
士
川
源
を
知
る
人
達
も
世
を
去
り
、
郷
土
の
資
料

和
罐
垂
篭
謹
一
毒
噴
涛
平
成
二
年
十
一
月
十
四
日
受
付

江

川

義
雄

／、、
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あ
る
。本

年
度
の
広
島
医
学
会
総
会
は
十
一
月
十
、
十
一
日
に
開
催
さ
れ
、
そ
の
際
、
富
士
川
英
郎
先
生
を
お
招
き
し
て
記
念
講
演
が
予
定
さ
れ
て

い
た
が
、
健
康
上
の
理
由
か
ら
実
現
出
来
ず
残
念
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

地
元
の
安
佐
地
区
医
師
会
（
土
井
達
郎
会
長
）
で
は
、
十
一
月
六
日
の
命
日
に
は
別
紙
の
よ
う
な
行
事
が
も
た
れ
た
。
遣
族
と
し
て
富
士
川

（
一
ハ
）

美
津
子
氏
が
参
加
さ
れ
た
。

富
士
川
勝
旧
邸
跡
は
、
住
む
人
は
変
っ
た
が
、
工
事
の
影
響
は
な
い
よ
う
で
あ
り
、
雪
が
研
究
集
会
に
使
用
し
た
白
壁
土
蔵
の
建
物
の
壁
面

に
は
、
そ
の
補
強
の
た
め
か
頑
丈
な
板
壁
が
蔽
わ
れ
て
い
る
。

墓
碑
名
は
正
信
院
釈
法
溝
で
昭
和
十
五
年
十
一
月
六
日
没
と
な
っ
て
い
る
。

４

こ
れ
ま
た
、
丘
の
北
面
膳
フ
ル
ド
ー
ザ
ー
エ
事
に
よ
り
大
き
く
え
ぐ
り
取
ら
れ
、
景
観
一
新
、
ま
っ
た
く
山
容
あ
ら
た
ま
る
の
変
貌
振
り
で

記
念
行
事
に
つ
い
て

富
士
川
勝
先
生
没
後
五
○
年
記
念
の
集
い

〔
そ
の
一
〕

と
き

と
こ
ろ

行
事

平
成
二
年
十
一
月
六
日
（
火
）
午
後
一
時

富
士
川
勝
記
念
碑
前
（
安
佐
南
区
長
楽
寺
）

①
記
念
碑
参
拝

(2)（

記
念
撮
影

（4）



①
第
一
期
事
業
と
し
て
の
記
念
碑
建
立
と
し
て
二
ヵ
所

広
島
大
学
医
学
部
構
内
と
出
生
地
に
顕
彰
碑
を
建
立
す
る
。

顕
彰
事
業
以
後
の
状
況
に
つ
い
て
の
報
告

〔
そ
の
三
〕

懇
親
会

〔
そ
の
二
〕

と
き

と
こ
ろ

行
事

と
き
十
一
月
六
日
（
火
）
午
後
八
時
三
○
分

と
こ
ろ
安
佐
准
看
護
学
院
講
堂

会
費
無
料

平
成
二
年
十
一
月
六
日
（
火
）
午
後
六
時
四
五
分

安
佐
准
看
護
学
院
講
堂

①
映
画
「
富
士
川
勝
」
沖
野
宏
敬

③
東
京
に
お
け
る
「
富
士
川
勝
先
生
没
後
五
○
年
記
念
会
報
告
」
桑
原
正
彦

③
「
富
士
川
勝
先
生
に
つ
い
て
感
ず
る
こ
と
」
中
川
和
夫

⑳
「
富
士
川
渉
先
生
の
世
界
と
広
島
」
江
川
義
雄

⑥
特
別
講
演

演
題
「
今
富
士
川
勝
を
考
え
る
」

講
師
順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
助
教
授
酒
井
シ
ヅ
先
生

（5）5



④
記
念
出
版
英
郎
先
生
の
ご
尽
力
と
長
年
の
研
究
整
理
作
業
で
、
富
士
川
勝
著
作
集
・
全
十
巻
が
思
文
閣
か
ら
昭
和
五
十
五
年
に
刊
行
さ

（
七
）

れ
、
医
史
学
関
係
資
料
が
現
代
に
広
く
活
用
さ
れ
て
い
る
意
義
は
き
わ
め
て
大
き
い
。
ま
た
本
年
十
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
富
士
川
勝
』
は
、
偉

大
な
人
間
像
が
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

医
史
学
以
外
の
業
績
も
、
関
係
学
会
、
研
究
団
体
な
ど
と
提
携
し
て
新
な
出
版
計
画
も
、
そ
の
第
二
期
事
業
と
し
て
、
た
と
え
ば
、
児
童
教

育
学
や
社
会
科
学
な
ど
一
本
に
纒
め
、
複
刻
再
版
の
企
画
も
意
義
あ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

（
八
）

富
士
川
勝
が
東
洋
大
学
社
会
学
科
の
初
代
科
長
と
し
て
開
講
し
、
児
童
の
〃
教
育
病
理
″
な
ど
、
児
童
教
育
の
分
野
で
、
そ
の
先
覚
者
と
し

て
活
躍
し
、
理
論
と
実
践
の
合
一
し
た
活
動
は
意
外
に
知
ら
れ
て
い
な
い
業
績
で
あ
る
。

そ
れ
ら
は
こ
れ
か
ら
の
研
究
す
べ
き
新
な
事
業
分
野
で
は
あ
る
ま
い
か
。

ら
れ
る
。

②
植
樹
県
医
師
会
館
前
庭
、
吉
益
東
洞
碑
の
傍
に
す
も
も
の
樹
が
す
く
す
く
と
成
長
し
て
い
る
。
昭
和
六
十
一
年
当
学
会
開
催
を
記
念
し

て
植
樹
し
た
ギ
リ
シ
ア
か
ら
送
ら
れ
た
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
す
ず
か
け
の
木
と
共
に
、
記
念
事
業
を
何
時
ま
で
も
印
象
づ
け
る
で
あ
ろ
う
。

③
未
発
表
史
料
発
掘
と
続
芸
備
医
人
伝
編
集
努
力
は
地
み
ち
に
進
め
ら
れ
、
『
広
島
医
学
』
の
〃
医
人
伝
″
の
コ
ー
ナ
ー
に
そ
の
連
載
が
拳

富
士
川
勝
の
活
動
分
野
は
広
く
、
か
つ
深
い
。
医
学
面
で
は
、
呉
秀
三
ら
と
共
に
創
始
し
た
医
史
学
で
あ
り
、
次
い
で
芸
備
医
学
会
の
機
関

誌
で
あ
る
『
芸
備
医
事
』
は
、
勝
が
三
十
一
歳
、
明
治
二
十
九
年
に
創
刊
さ
れ
、
現
在
は
『
広
島
医
学
』
へ
と
引
き
つ
が
れ
て
い
る
。
こ
の
『
芸

備
医
事
』
は
た
ん
に
学
術
誌
と
い
う
よ
り
は
、
医
学
・
医
療
を
中
心
と
し
た
医
療
文
化
情
報
誌
の
性
格
を
具
え
て
い
た
か
ら
、
現
在
の
原
著
紹

介
が
主
体
と
な
っ
た
『
広
島
医
学
』
の
編
集
と
は
異
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
郷
土
の
歴
史
に
関
心
を
も
つ
人
達
に
評
価
さ
れ
、
貴
重
な

資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
て
き
た
。
直
接
、
郷
土
と
は
関
係
が
あ
る
と
は
い
え
な
い
が
、
三
十
八
歳
の
時
に
内
科
学
会
創
立
へ
四
十
二
歳
の
時
に

精
神
文
化
活
動
面
に
お
け
る
郷
土
へ
の
遺
産
と
影
響

／ハ、
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社
会
事
業
と
し
て
の
児
童
感
化
活
動
は
机
上
の
空
論
で
は
な
く
、
呉
秀
三
の
依
頼
に
よ
り
顧
問
と
な
っ
た
広
島
の
修
養
院
施
設
で
児
童
達
と

起
居
を
共
に
し
て
、
そ
れ
ら
の
観
察
、
体
験
が
基
本
と
な
り
、
毎
月
の
よ
う
に
広
島
に
帰
り
、
そ
れ
が
児
童
研
究
の
報
告
と
し
て
刊
行
さ
れ
て

い
る
。
一
見
無
関
係
に
み
え
る
よ
う
な
社
会
事
業
と
の
か
か
わ
り
の
中
で
も
、
医
学
と
の
関
係
が
認
め
ら
れ
、
そ
れ
に
は
内
科
、
小
児
科
、
精

神
科
、
婦
人
科
に
も
理
解
を
有
し
て
い
て
、
関
係
し
た
単
行
本
、
雑
誌
発
行
に
も
名
を
連
ね
て
い
る
。

勝
の
弟
子
で
あ
り
、
の
ち
日
本
児
童
学
会
の
会
長
と
な
っ
た
竹
内
薫
兵
は
「
富
士
川
先
生
を
除
い
て
は
日
本
の
小
児
精
神
医
学
を
語
る
こ
と

さ
ん
だ

は
で
き
な
い
。
先
生
は
斯
界
の
恩
人
で
あ
る
」
と
。
日
本
で
最
初
の
児
童
教
養
相
談
所
は
勝
に
よ
り
開
設
さ
れ
、
そ
の
担
当
者
は
弟
子
の
三
田

や
ひ
ら
く

谷
啓
で
あ
る
。
三
田
谷
の
児
童
研
究
に
関
す
る
資
料
は
コ
ピ
ー
さ
れ
、
広
大
医
学
部
医
学
資
料
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

現
代
で
も
児
童
に
対
し
て
こ
の
社
会
事
業
は
重
要
で
あ
る
が
、
今
か
ら
八
十
余
年
前
に
、
勝
が
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
学
問
的
理
解
と
科
学

的
な
医
学
的
態
度
を
堅
持
し
、
そ
れ
に
宗
教
的
信
念
を
も
っ
て
実
践
し
た
事
業
は
驚
き
で
あ
る
。
大
正
七
年
か
ら
継
続
的
に
月
に
一
度
は
帰
広

が
尊
重
さ
れ
た
。

児
童
教
育
と
巡
回
講
演
な
ど
の
社
会
活
動
は
十
分
知
ら
れ
て
い
な
い
。
勝
の
学
問
的
視
野
が
拡
大
さ
れ
、
た
ん
に
医
学
の
象
な
ら
ず
、
総
合

科
学
的
世
界
観
か
ら
の
成
果
が
こ
の
課
題
で
あ
ろ
う
。
そ
の
始
動
は
滞
独
帰
国
後
か
ら
で
あ
る
。
問
題
意
識
と
そ
の
対
応
に
は
、
科
学
的
立
場

あ
ろ
う
。

小
児
科
・
児
童
学
会
の
発
展
に
尽
力
し
精
神
病
学
会
に
つ
い
て
も
、
ド
イ
ツ
・
イ
エ
ー
ナ
大
学
で
の
研
究
や
呉
秀
三
と
の
交
友
感
化
な
ど
に

よ
り
、
郷
土
に
お
け
る
社
会
的
活
動
と
し
て
開
花
し
て
い
る
。

医
学
倫
理
高
揚
と
し
て
は
、
勝
は
す
で
に
二
十
七
歳
の
若
き
時
代
か
ら
先
人
の
偉
業
を
景
仰
し
よ
う
と
す
る
志
が
強
く
、
先
哲
祭
を
行
い
、

後
年
先
哲
追
薦
会
と
し
て
定
着
さ
せ
た
。
そ
れ
は
医
療
従
事
者
す
べ
て
の
人
達
が
最
初
に
心
得
え
、
終
生
も
ち
続
け
る
基
本
的
理
念
に
他
な
ら

な
い
も
の
で
あ
る
。

在
来
の
医
療
世
界
に
、
こ
の
思
想
・
概
念
を
注
入
さ
せ
た
功
績
は
大
き
く
、
医
史
学
会
創
立
者
の
一
人
と
し
て
忘
れ
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
で

（7）7



し
、
広
島
市
尾
長
町
に
あ
っ
た
広
島
修
菫

訪
れ
、
指
導
し
、
収
容
児
の
調
査
を
行
一

七
年
に
そ
の
増
補
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

定
期
的
帰
広
の
途
次
、
京
都
・
大
阪
皇

こ
の
事
業
は
、
勝
が
精
神
衛
生
の
復
興
と
促
進
を
願
っ
て
、
こ
の
協
会
を
作
り
、
そ
の
理
想
実
現
に
は
、
妹
千
里
の
婿
・
石
井
正
人
の
推

進
、
協
力
を
え
て
、
現
在
広
島
市
佐
伯
区
五
日
市
町
に
あ
る
石
井
養
神
館
の
建
設
と
な
っ
た
。
そ
の
由
来
・
目
的
は
格
調
が
高
い
。
綱
領
の
一

部
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
医
学
は
教
育
・
宗
教
そ
の
他
各
面
の
協
力
が
な
い
と
完
全
に
目
的
を
果
す
こ
と
が
出
来
な
い
。
心
神
の

健
康
を
促
し
、
不
健
康
な
精
神
作
用
に
よ
っ
て
お
こ
る
欠
陥
を
予
防
し
、
な
く
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
営
利
売
名
の
た
め
で
な
く
、

こ
の
こ
と
が
多
少
で
も
社
会
に
貢
献
す
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、
歓
び
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
趣
旨
を
述
べ
て
い
る
。
海
は
明
治
四
十
五
年
に

は
東
洋
大
専
門
部
で
社
会
事
業
関
係
の
講
義
を
し
、
大
正
十
年
の
大
学
昇
格
と
共
に
初
代
科
長
と
な
り
、
社
会
衛
生
学
、
教
育
病
理
学
や
感
化

院
制
度
、
少
年
法
な
ど
の
担
当
を
し
て
い
る
。
勝
の
調
査
、
臨
床
、
研
究
、
発
表
が
続
為
と
し
て
体
系
づ
け
ら
れ
発
行
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
四

年
大
学
を
辞
任
し
、
そ
の
後
任
に
弟
子
の
三
田
谷
が
就
任
し
、
勝
の
精
神
が
継
承
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
く
勝
は
日
本
女
子
大
学
に
、
他
の
大
学

に
率
先
し
社
会
衛
生
学
講
座
を
設
置
し
、
教
授
と
な
っ
て
い
る
。
昭
和
八
年
退
任
と
共
に
、
そ
の
席
は
弟
子
、
佐
藤
美
實
氏
に
委
ね
て
い
る
。

勝
の
社
会
事
業
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
医
学
を
主
体
に
し
て
、
哲
学
・
宗
教
を
横
糸
と
し
て
お
り
な
さ
れ
、
行
動
化
さ
れ
、
体
系
づ
け
ら
れ
て
い

る
と
い
え
る
。
瀞
の
も
つ
諸
学
エ
ッ
セ
ン
ス
の
社
会
化
で
あ
り
、
実
践
の
場
で
も
あ
っ
た
。

そ
の
学
問
的
な
フ
ィ
ー
ル
ド
に
は
郷
土
・
広
島
も
大
き
く
関
与
し
て
い
る
と
い
え
る
。

勝
の
宗
教
活
動
は
若
く
し
て
そ
の
情
操
の
芽
生
え
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
明
治
四
十
五
年
、
勝
四
十
七
歳
の
時
に
、
鎌
倉
正
信
会
を

養
神
協
会
の
創
立

広
島
市
尾
長
町
に
あ
っ
た
広
島
修
養
院
（
現
在
は
県
立
広
島
学
園
と
改
め
ら
れ
、
東
広
島
市
に
所
在
す
る
が
、
当
時
の
資
料
は
な
じ
を

、
指
導
し
、
収
容
児
の
調
査
を
行
っ
て
い
て
、
そ
の
成
績
は
「
異
常
児
童
調
査
」
と
し
て
昭
和
二
年
に
広
島
修
養
院
か
ら
発
行
さ
れ
、
同

京
都
・
大
阪
で
の
講
演
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。
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創
立
し
、
大
正
八
年
、
勝
が
五
十
四
歳
の
時
に
正
信
会
と
改
め
ら
れ
、
医
師
の
入
会
も
多
数
で
、
側
近
の
人
達
や
広
島
の
医
師
、
一
般
の
会
員
も

多
く
み
ら
れ
る
。
広
島
市
、
安
佐
郡
、
五
日
市
町
地
区
で
は
確
か
な
会
員
数
は
不
明
で
あ
る
が
、
富
士
川
美
津
子
氏
の
印
象
で
は
三
百
人
程
度
で

は
な
か
っ
た
か
と
い
わ
れ
る
。
何
し
ろ
文
学
博
士
・
医
学
博
士
の
勝
先
生
が
新
妙
好
人
伝
に
つ
い
て
の
講
演
で
あ
っ
た
か
ら
好
評
で
あ
っ
た
。

『
芸
備
医
事
』
が
郷
土
の
医
療
情
報
誌
で
あ
る
な
ら
ば
、
『
飽
薇
』
は
芸
備
の
総
合
文
化
誌
と
評
し
て
よ
い
。

雑
誌
・
飽
薇
は
飽
薇
同
好
社
の
機
関
紙
で
あ
る
。
同
好
社
は
広
島
県
下
、
芸
備
両
国
の
出
身
者
な
ら
び
に
縁
故
の
あ
る
も
の
で
組
織
さ
れ

て
、
そ
の
目
的
は
相
互
の
交
際
に
益
し
、
両
国
文
化
事
業
の
発
展
に
つ
と
め
、
先
哲
の
業
績
を
顕
場
す
る
こ
と
を
は
か
る
こ
と
な
ど
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
創
立
は
大
正
十
三
年
十
二
月
で
、
勝
が
五
十
九
歳
で
主
幹
と
な
っ
て
い
る
。
い
わ
ば
晩
年
の
集
大
成
化
さ
れ
た
知
識
が
凝
集
さ

れ
、
円
熟
し
た
時
期
に
あ
た
っ
て
い
る
。
同
好
社
創
立
の
動
き
は
、
そ
れ
よ
り
十
年
前
頃
よ
り
時
々
集
会
が
あ
り
、
会
・
誌
名
の
命
名
は
勝
に

、

、

よ
っ
た
。
一
風
変
っ
た
誌
名
で
あ
る
が
、
飽
と
は
飽
国
よ
り
由
来
し
、
安
芸
の
国
の
古
語
で
あ
り
、
薇
と
は
備
前
・
備
中
・
備
後
の
黄
薇
（
吉

備
の
古
宇
）
を
組
合
せ
て
作
っ
た
文
字
で
あ
る
。

一
般
的
な
県
人
会
と
異
っ
て
い
る
こ
と
は
、
役
員
、
会
員
に
学
者
が
多
く
、
現
在

火
エ
十
雪
早
一
月
二
十
八
口
費
行
【
郵
一
零
部
一
晩
】

の
。
ヘ
ン
ク
ラ
ブ
と
違
い
各
界
学
者
の
研
究
余
談
的
な
例
会
が
毎
月
開
か
れ
て
い
る
。

飽
／
、
“
蕊
蒸
篭
蕊
《
…
…
檮
、

蔽
：
…
鋪
術
…
．
ゞ
”
…
…
…
Ⅲ

東
京
を
中
心
と
し
て
全
日
本
に
亘
っ
て
、
文
化
的
好
奇
心
を
刺
戟
す
る
も
の
で
あ

畢
刀
一
画
定
期
刊
行
黛
京
飽
穣
同
葺
詮

る
。
芸
備
医
事
に
み
ら
れ
る
勝
の
発
想
が
、
本
誌
に
も
躍
動
し
て
い
る
。

『
飽
薇
』
に
つ
い
て

飽
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倉
田
百
三
の
「
芸
術
と
宗
教
」
、
富
士
川
源
の
「
菅
茶
山
先
生
の
医
説
」
な
ど
の
論
説
が
あ
り
、
著
述
、
講
演
、
組
織
の
育
成
活
動
を
の
せ
、

東
京
で
の
各
種
集
会
の
記
事
に
は
芸
備
協
会
、
修
道
館
、
芸
備
医
学
会
、
女
子
郷
友
会
な
ど
が
あ
り
、
学
園
欄
で
は
、
各
大
学
の
卒
業
者
名
、

高
校
、
海
兵
か
ら
県
下
の
各
中
学
か
ら
、
県
下
各
地
区
で
の
行
事
、
た
と
え
ば
三
原
敬
老
会
の
催
し
な
ど
が
あ
る
。

政
府
、
高
官
の
リ
ス
ト
や
加
藤
友
三
郎
総
理
の
記
事
が
あ
り
、
変
っ
た
紹
介
で
は
、
県
人
出
版
の
図
書
と
し
て
『
医
学
中
央
雑
誌
』
、
『
治
療
』
、

『
備
後
史
談
』
、
『
青
む
し
ろ
』
な
ど
が
あ
る
．

医
学
関
係
で
は
、
星
野
良
悦
の
木
骨
、
土
生
玄
碩
、
吉
益
東
洞
、
高
野
長
英
、
野
坂
完
山
、
橋
本
宗
吉
、
伊
沢
蘭
軒
、
菅
茶
山
な
ど
や
医
学

圭
の
る
０

に
お
い
て
も
、
こ
れ
に
類
す
る
知
的
坐

度
の
濃
い
読
永
物
を
掲
載
し
て
い
る
。

飽
薇
の
基
本
的
な
編
集
姿
勢
は
郷
土
・
広
島
に
芽
生
え
、
執
筆
者
は
役
員
・
会
員
で
論
説
に
は
各
界
で
活
躍
中
の
学
者
が
網
羅
さ
れ
て
い

る
。
法
学
・
歴
史
・
宗
教
・
文
学
・
医
学
・
芸
術
な
ど
人
間
の
精
神
文
化
活
動
の
全
般
に
亘
り
、
比
較
的
平
易
に
書
か
れ
、
読
者
層
は
文
化
人

か
ら
学
生
に
至
る
ま
で
幅
広
く
、
ど
こ
に
い
て
も
、
在
京
、
在
広
各
界
の
文
化
情
報
や
活
動
し
て
い
る
文
化
人
の
消
息
を
知
る
こ
と
が
可
能
で

創
刊
号
に
は
、
愛
郷
心
の
題
名
で
小
文
を
寄
せ
、
道
徳
的
愛
郷
心
の
高
揚
を
と
い
て
い
る
。

当
時
と
し
て
十
分
と
は
い
え
な
い
情
報
網
か
ら
、
種
食
の
文
化
情
報
が
東
京
で
あ
れ
、
京
都
で
あ
れ
、
広
島
で
も
入
手
可
能
で
あ
っ
た
。
中

央
と
地
方
の
大
小
の
学
問
に
対
し
て
行
事
・
出
来
事
の
報
道
や
取
材
が
多
面
的
に
扱
わ
れ
て
い
る
。

読
者
に
と
っ
て
地
域
協
同
体
へ
の
共
感
を
与
え
、
自
分
の
属
し
て
い
な
い
社
会
文
化
面
へ
の
刺
戟
や
教
養
に
関
す
る
話
題
や
記
事
が
提
供
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
読
者
自
身
の
立
場
か
ら
、
さ
ら
に
広
い
他
の
社
会
文
化
世
界
へ
つ
れ
出
す
筆
力
が
あ
り
、
そ
の
効
果
は
、
本
誌
の
目
的
の
一

つ
で
あ
る
相
互
の
親
和
感
を
強
め
、
相
互
理
解
か
ら
連
帯
を
深
め
、
学
問
を
通
し
て
の
人
間
関
係
を
構
築
さ
せ
る
効
用
は
ま
っ
た
く
特
異
な
ジ

ャ
ン
ル
を
形
成
し
て
い
る
。
勝
の
目
指
す
諸
学
を
総
合
し
た
知
的
郷
土
愛
の
表
わ
れ
と
も
言
う
べ
き
で
あ
る
。
現
代
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
世
界

に
お
い
て
も
、
こ
れ
に
類
す
る
知
的
生
産
性
の
あ
る
情
報
誌
の
刊
行
は
見
ら
れ
な
い
。
富
士
川
勝
顕
彰
の
趣
意
書
に
も
紹
介
さ
れ
な
か
っ
た
密
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会
の
記
事
も
み
ら
れ
る
。
浅
野
図
書
館
記
事
も
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
。
人
物
列
伝
で
は
福
山
藩
蘭
医
杉
享
二
を
は
じ
め
、
現
教
授
に
至
る
ま
で
の

り
、
立
志
伝
的
紹
介
記
事
も
あ
る
。
一
眉
の
こ
ら
な
い
読
物
と
し
て
、
明
治
事
物
起
源
と
し
て
婦
人
参
政
論
、
藩
侯
の
洋
紙
工
場
、
保
命
酒
、
キ

ル
ク
栓
製
造
な
ど
が
あ
り
、
歴
史
に
関
す
る
も
の
は
流
石
に
多
く
、
厳
島
神
社
、
陶
晴
賢
の
碑
、
赤
穂
義
士
、
頼
山
陽
、
廉
塾
な
ど
が
あ
る
。

広
大
な
ビ
ジ
ョ
ン
で
創
刊
さ
れ
、
毎
月
刊
行
さ
れ
て
き
た
が
、
勝
の
逝
去
や
戦
争
被
害
な
ど
に
よ
り
、
終
刊
は
、
小
田
平
義
が
主
幹
と
な
っ

た
昭
和
十
五
年
十
二
月
と
な
っ
て
い
る
。
広
島
市
立
中
央
図
書
館
蔵
の
も
の
で
は
十
六
巻
五
号
ま
で
し
か
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

飽
薇
同
好
会
創
立
当
時
の
役
員
と
し
て
は
、
以
前
か
ら
こ
の
企
画
を
も
っ
て
い
た
花
井
卓
蔵
、
秋
山
雅
之
介
、
そ
れ
か
ら
常
務
委
員
に
名
を

連
ね
て
い
る
も
の
は
下
田
次
郎
、
高
島
平
三
郎
、
尼
子
四
郎
、
松
井
茂
、
浜
野
知
三
郎
、
和
田
英
松
、
真
田
鶴
松
、
富
士
川
勝
。
主
事
に
は
勝

せ
い
じ
す
す
む

の
手
足
と
な
っ
て
活
動
し
た
常
光
浩
然
、
清
寺
漸
が
い
た
。
そ
の
ほ
か
河
野
元
三
、
福
岡
佐
次
郎
、
横
山
雅
男
な
ど
い
る
。
こ
れ
ら
の
人
脈
は

郷
土
出
身
者
で
は
あ
る
が
、
当
時
の
日
本
を
代
表
す
る
学
者
達
で
あ
り
、
相
互
協
力
し
、
溝
の
も
つ
す
ぐ
れ
た
友
人
と
の
交
友
・
接
触
に
よ

り
、
そ
れ
ら
の
世
界
は
身
近
と
な
り
、
在
京
者
に
も
、
目
は
広
島
に
向
く
よ
う
な
効
用
を
与
え
て
い
る
。

こ
れ
だ
け
充
実
し
た
内
容
を
具
え
て
い
る
の
は
、
編
集
陣
の
手
腕
に
も
よ
る
が
、
ま
た
寄
稿
者
の
質
に
も
よ
る
で
あ
ろ
う
。
役
員
も
寄
稿
者

に
な
っ
て
い
る
の
で
、
本
誌
の
性
格
を
理
解
す
る
上
に
も
、
そ
の
人
達
に
つ
い
て
、
二
、
三
行
程
度
の
紹
介
を
次
に
掲
げ
る
。

花
井
卓
蔵
（
明
治
元
年
・
一
八
六
八
ｌ
昭
和
六
年
．
一
九
三
一
）
政
治
家
。
高
楠
順
次
郎
ら
と
桜
南
塾
生
・
法
学
博
士
・
貴
族
院
議
員
。
中

秋
山
雅
之
介
（
慶
応
二
年
・
一
八
六
六
ｌ
昭
和
十
二
年
。
一
九
三
七
）
法
学
者
。
芸
藩
舟
奉
行
の
家
に
生
ま
る
。
東
京
大
学
法
学
部
卒
。
外

務
省
・
陸
軍
省
・
朝
鮮
総
督
府
参
事
官
。
国
際
法
の
権
威
者
。
法
政
大
学
学
長
。

下
田
次
郎
（
明
治
五
年
．
一
八
七
三
ｌ
昭
和
十
三
年
・
一
九
三
八
）
女
子
教
育
家
。
東
京
大
学
哲
学
科
卒
。
文
部
省
。
各
国
へ
留
学
。
ド
イ

ツ
で
勝
と
交
友
（
樗
牛
と
同
期
）
東
京
女
高
師
教
授
。
著
書
多
数
。

高
楠
順
次
郎
（
慶
応
二
年
・
一
八
六
六
ｌ
昭
和
二
十
年
．
一
九
四
五
）
世
界
的
な
仏
教
学
者
。
三
原
に
生
ま
る
。
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
・
ラ

花
井
卓
蔵

央
大
学
教
授
。
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横
山
雅
男
（
旧
姓
・
清
田
）
広
島
県
人
。
芸
備
医
学
会
創
立
当
初
か
ら
の
幹
事
。
顕
微
鏡
講
習
所
主
任
。

常
光
浩
然
（
明
治
二
十
四
年
．
一
八
九
一
ｌ
昭
和
四
十
八
年
．
一
九
七
三
）
三
次
市
出
身
。
僧
侶
。
東
洋
大
学
で
勝
の
教
え
子
、
勝
宅
に
寄

寓
。
中
山
文
化
研
究
所
理
事
。
佛
教
タ
イ
ム
ス
主
宰
。
著
述
多
数
。

せ
い
じ
す
す
む

清
寺
漸
（
明
治
二
十
二
年
・
一
八
八
九
ｌ
昭
和
二
年
・
一
九
二
七
）
勝
と
同
村
の
生
ま
れ
。
瀞
を
た
よ
り
上
京
寄
寓
。
薬
剤
士
。

ま
た
常
任
で
な
く
て
も
本
誌
に
関
係
し
た
人
物
で
は

福
岡
佐
次
郎
（
文
久
二
年
・
一
八
六
二
ｌ
大
正
十
四
年
．
一
九
二
五
）
呉
に
出
生
。
広
島
医
学
校
・
東
京
大
学
医
学
部
卒
。
陸
軍
軍
医
。
糧

松
井
茂
（
慶
応
一

法
学
博
士
。
貴
族
吟

ひ
で
ま
つ

和
田
英
松
（
慶
声

授
。
学
士
院
会
員
。

真
田
鶴
松
漢
学
者
。
日
露
戦
争
に
従
軍
。
海
軍
大
佐
。
攻
玉
社
中
学
校
長
。

尼
子
四
郎
（
慶
応
元
年
・
一
八
六
五
ｌ
昭
和
五
年
．
一
九
二
九
）
医
師
。
広
島
県
戸
河
内
町
出
身
。
勝
と
は
広
島
医
学
校
入
学
以
来
の
刎
頚

の
友
。
広
島
医
学
会
創
立
（
明
治
二
十
九
年
．
一
八
九
六
）
者
の
一
人
。
『
医
学
中
央
雑
誌
』
創
刊
ほ
か
勝
と
共
に
多
く
の
雑
誌
の
図
書
発
行
、

日
本
医
師
協
会
、
看
護
協
会
創
設
に
も
尽
力
し
た
。

浜
野
知
三
郎
漢
学
者
。
二
松
学
舎
教
授
？

か
な
え

天
野
屋
医
師
。
呉
出
身
。
勝
の
親
族
。
東
京
大
学
卒
。
西
丸
和
義
と
呉
一
中
時
代
同
期
。

ど
の
著
述
。

ィ
。
フ
チ
ヒ
大
卒
。
文
学
博
士
。
東
京
大
学
・
東
京
外
語
大
学
・
東
洋
大
学
の
教
授
。
学
士
院
会
員
。
『
新
修
大
蔵
経
』
、
『
大
日
本
佛
教
全
書
』
な
２

Ｐ
Ｌ
Ｉ
，
今
Ｐ
画
‐
画
Ｌ
１
■
、
Ｐ

１

そ
の
他
に
も （

慶
応
二
年
・

貴
族
院
議
員
。

（
慶
応
元
年
・
一
八
六
五
ｌ
昭
和
十
二
年
．
一
九
三
七
）
歴
史
学
者
。
鞆
出
身
。
東
京
大
学
卒
。
同
史
料
編
蟇
掛
。
東
京
大
学
教

一
八
六
六
ｌ
昭
和
二
十
年
．
一
九
四
五
）
官
吏
。
東
京
大
学
法
学
部
卒
。
警
視
庁
。
知
事
を
静
岡
・
愛
知
と
歴
任
。

（12）



秣
関
係
の
陸
軍
技
師
。
芸
備
協
会
・
芸
備
医
学
会
に
活
躍
。

遠
山
諦
観
福
井
県
の
人
。
本
願
寺
布
教
師
。
正
信
協
会
の
代
表
者
。
な
ど
が
い
る
。

現
在
は
広
島
市
立
中
央
図
書
館
と
な
っ
て
い
る
も
の
で
、
こ
れ
は
元
和
五
年
浅
野
藩
主
・
長
晟
が
紀
州
よ
り
安
芸
に
移
封
さ
れ
て
か
ら
三
百

年
の
記
念
事
業
と
し
て
創
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
企
画
は
大
正
六
年
市
長
に
な
っ
た
田
部
正
壮
で
あ
る
。
そ
の
子
息
は
岡
山
医
大
病
理

学
教
授
・
田
部
浩
で
あ
る
。

勝
は
大
正
九
年
、
五
十
六
歳
の
時
に
高
楠
順
次
郎
・
下
田
次
郎
と
共
に
顧
問
と
な
っ
て
い
る
。
文
教
の
振
否
は
国
民
の
読
耆
の
勤
惰
に
因
る

と
い
わ
れ
た
よ
う
に
県
出
身
の
大
家
が
名
を
連
ね
て
い
る
。
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
、
明
治
四
十
年
に
「
芸
藩
通
志
」
（
文
政
八
年
・
一
八
一
五
、

藩
命
に
よ
り
頼
杏
坪
が
編
纂
、
一
五
九
巻
）
の
復
刻
事
業
に
際
し
て
、
岡
田
俊
太
郎
館
長
よ
り
瀞
は
協
力
支
援
を
う
け
、
そ
れ
は
五
巻
に
収
め

先
輩
の
高
島
平
三
郎
は
明
治
三
十
五
年
（
一
九
○
二
）
日
本
児
童
研
究
会
を
つ
く
っ
た
の
で
あ
る
が
、
源
三
十
七
歳
の
時
、
高
島
と
共
に
東

洋
大
学
専
門
部
第
一
科
で
社
会
事
業
関
係
で
講
義
を
し
て
い
る
。

重
な
図
書
は
灰
塵
に
帰
し
た
。

ら
れ
出
版
し
た
と
い
う
。

れ
て
い
る
。

（
一
）

筆
者
は
す
で
に
『
広
島
県
医
人
伝
第
一
集
』
で
触
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
活
動
背
景
は
科
学
性
と
宗
教
性
の
考
え
方
で
裏
打
ち
さ

図
書
館
蔵
書
数
は
五
万
六
千
余
部
で
、
黒
板
勝
美
、
新
村
出
、
亘
理
章
三
郎
な
ど
著
名
人
士
の
来
館
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
原
爆
に
よ
り
責

浅
野
図
書
館
に
関
連
し
て

社
会
衛
生
学
の
面
に
つ
い
て

（13）13



『
飽
薇
』
以
外
の
も
の
で
、
広
島
に
影
響
を
与
え
た
も
の
に
宗
教
活
動
が
あ
り
、
そ
の
機
関
誌
『
法
爾
』
が
刊
行
さ
れ
、
そ
の
幹
事
と
し
て

高
楠
順
次
郎
と
藤
岡
勝
二
が
担
当
し
て
い
る
。

勝
が
ド
イ
ツ
か
ら
帰
国
し
て
『
人
性
』
を
発
刊
し
た
り
、
〃
異
常
児
童
″
な
ど
に
関
す
る
研
究
は
、
今
後
そ
の
分
野
の
専
門
家
に
よ
る
論
考

わ
れ
、
同
大
学
の
中
心
的
役
割
《

あ
る
常
光
浩
然
が
な
っ
て
い
る
。

を
望
む
と
こ
ろ
で
あ
る
。

富
士
川
勝
没
後
五
十
年
、
そ
の
赫
々
た
る
業
績
も
風
化
な
し
と
し
な
い
。

し
か
し
今
、
富
士
川
英
郎
博
士
に
よ
り
『
富
士
川
勝
』
が
刊
行
さ
れ
、
医
の
原
点
に
一
灯
を
掲
げ
ら
れ
た
。
そ
の
光
芒
の
下
に
私
達
は
偉
人

の
理
想
を
再
見
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

文
献

（
一
）
江
川
義
雄
『
廣
島
縣
嘗
人
傳
」
平
成
元
年
十
二
月
九
日
。

（
一
己
下
野
岩
太
『
ひ
ろ
し
ま
レ
ポ
ー
ト
』
昭
和
五
十
年
五
月
。

（
弓
松
木
明
知
『
横
切
っ
た
流
星
ｌ
先
駆
的
医
師
た
ち
の
軌
跡
』
メ
デ
ィ
サ
イ
エ
ン
ス
社
、
一
九
九
○
年
十
月
。

（
ｇ
天
野
マ
キ
ほ
か
『
東
洋
大
学
児
童
相
談
研
究
』
第
六
号
、
一
九
八
七
年
三
月
。

（
君
藤
島
岳
ほ
か
「
東
洋
大
学
の
社
会
事
業
科
の
成
立
過
程
と
富
士
川
勝
に
つ
い
て
」
『
東
洋
大
学
昭
和
五
十
九
年
度
特
別
研
究
報
告
』
。

宍
）
富
士
川
美
津
子
氏
満
の
次
男
・
故
富
士
川
義
彦
氏
の
夫
人
（
広
島
県
安
芸
郡
熊
野
町
柿
迫
一
三
九
）
。

（
ぢ
富
士
川
英
郎
『
富
士
川
源
』
小
沢
書
店
、
平
成
二
年
十
月
。

（
Ｃ
富
士
川
勝
『
教
育
病
理
学
』
教
育
研
究
会
、
昭
和
五
年
。

（
広
島
県
廿
日
市
市
）

大
学
運
営
面
か
ら
し
て
も
、
井
上
円
了
、
高
島
平
三
郎
、
富
士
川
瀞
を
ぬ
き
に
し
て
、
東
洋
大
学
の
歴
史
を
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
も
言

れ
、
同
大
学
の
中
心
的
役
割
を
演
じ
て
い
る
。
学
内
に
社
会
事
業
学
会
を
創
り
、
自
か
ら
会
長
と
な
り
、
副
会
長
に
は
『
飽
薇
』
編
集
者
で
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Fiftyyearsafterhisdeath,Dr.FujikawaYU'snative

place,Hiroshima,stillremembershim

byYoshioEGAWA

FifiyyearshavealreadypastsincethedeathofDr.FUjikawaYd.Manymemorialeventshave
beenheldtomarkthisanniversary:First,twomonumentswereconstructed;second,theplantingofa

memorialtree;andfinally,someshortbooksonthelifbofDr.FUjikawahavebeenpublished.

Dr.FUjikawawasafamousscholarinmanyfields.Theseincludedmedicine,religion,special

sciencesandphilosophy.Throughhisextensivestudieshewasabletoaccumulateavastvolumeof

knowledge,therebyrealizinghishighideals.

Onoccasion,heusedtoreturntoHiroshimatohelpeducatetheboysoftheHiroshimajuvenile

refbrmatory(HiroshimaSeiyoin),andmanyreportshavebeenpublishedonhisresearchandobserva-
tionsthere.

Fortheruralpeople,Dr.FUjikawagavereligoustalksonSinranShohnin.Histalesonreligion

werepublishedasaseriesofbookscalledNeoMyohkohnin.

Inaddition,hepublishedaninterestingperiodicaljournalcalled"hohbi",whichwasconcerned

withhisnativeplace.

Finally,hewaswellrespectedasanadviserfbrtheAsanoLibraryinHiroshima.

（
ぬ
『
）

ゆ
『


